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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第３四半期連結
累計期間

第57期
第３四半期連結
累計期間

第56期

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
12月31日

自2019年
４月１日
至2019年
12月31日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

売上高 （千円） 22,128,756 22,253,255 28,457,498

経常利益又は経常損失（△） （千円） 331,112 △302,284 381,733

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（千円） △398,265 △598,376 △475,914

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △302,568 △23,113 1,932

純資産額 （千円） 30,262,467 30,253,117 30,566,572

総資産額 （千円） 59,184,551 59,806,587 58,431,122

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △49.33 △74.12 △58.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.7 41.7 43.6

 

回次
第56期

第３四半期連結
会計期間

第57期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自2018年
10月１日
至2018年
12月31日

自2019年
10月１日
至2019年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △57.88 2.08

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年12月31日）におけるわが国経済は、海外情勢の不透明さか

ら停滞感が強まったものの、企業の設備投資は底堅く、総じて堅調に推移しました。世界経済におきましては、米

国は雇用環境の改善や個人消費の増加など拡大基調が続き、欧州におきましては英国のEU離脱問題など政治不安が

継続しました。また、中国を中心としたアジアでは米中貿易摩擦の影響を受けるなど減速傾向で推移しました。

　このような環境の中、当社グループではカーエレクトロニクス向けや産業向けなどの販売が減少しましたが、通

信向けの販売が増加し、売上高は22,253百万円（前年同期比0.6%増）となりました。利益面につきましては、価格

変動の影響などにより、営業損失は166百万円（前年同期は営業利益108百万円）、営業外費用に為替差損217百万

円などを計上し経常損失は302百万円（前年同期は経常利益331百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

598百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失398百万円）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 日本

　日本国内におきましては、産業向けなどが前年を下回り、売上高は4,407百万円と前年同期と比べ844百万円

（16.1%減）の減収となりましたが、国内生産品目の稼働率の改善や固定費の減少などにより、セグメント損失

（営業損失）は517百万円と前年同期と比べ90百万円（前年同期はセグメント損失608百万円）の改善となりまし

た。

 

② 北米

　北米におきましては、カーエレクトロニクス向けなどの販売が減少し、売上高は1,134百万円と前年同期と比べ

243百万円（17.6%減）の減収となり、セグメント損失（営業損失）は19百万円と前年同期と比べ43百万円（前年同

期はセグメント利益24百万円）の減益となりました。

 

③ 欧州

　欧州におきましては、カーエレクトロニクス向けなどが前年を下回った結果、売上高は1,859百万円と前年同期

と比べ147百万円（7.3%減）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は18百万円と前年同期と比べ13百万円

（42.9%減）の減益となりました。

 

④ 中国

　中国におきましては、通信向けが前年を大幅に上回り、売上高は8,212百万円と前年同期と比べ1,742百万円

（26.9%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は30百万円と前年同期と比べ14百万円（92.3%増）の増益

となりました。

 

⑤ 台湾

　台湾におきましては、カーエレクトロニクス向けなどの販売が減少し、売上高は5,270百万円と前年同期と比べ

128百万円（2.4%減）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は485百万円と前年同期と比べ234百万円（32.5%

減）の減益となりました。

 

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、カーエレクトロニクス向けなどの販売が減少し、売上高は1,369百万円と前年同

期と比べ254百万円（15.7%減）の減収となり、セグメント損失（営業損失）は198百万円と前年同期と比べ48百万

円（前年同期はセグメント損失150百万円）の悪化となりました。
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(2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,432百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,049,242 9,049,242
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 9,049,242 9,049,242 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 9,049,242 － 19,344,883 － 5,781,500

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 976,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,014,700 80,147 －

単元未満株式 普通株式 58,042 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  9,049,242 － －

総株主の議決権  － 80,147 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大真空
兵庫県加古川市平岡町新

在家字鴻野1389番地
976,500 － 976,500 10.79

計 － 976,500 － 976,500 10.79

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は976千株です。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役
社長

営業本部長

代表取締役
社長

　　　　長谷川　宗平 2019年10月１日

取締役
副社長

技術開発室長

専務取締役
事業統括担当

　　　　飯塚　実 2019年10月１日

常務取締役
常務取締役
財務本部長

　　　　前田　宏 2019年10月１日

取締役
営業本部副本部長

取締役
営業本部長

　　　　岡原　博文 2019年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、SCS国際有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,940,193 11,577,759

受取手形及び売掛金 ※２ 6,474,124 8,251,904

有価証券 － 249,615

商品及び製品 5,786,955 4,824,633

仕掛品 3,115,045 3,699,120

原材料及び貯蔵品 3,864,702 4,336,151

その他 1,252,266 1,474,622

貸倒引当金 △1,403 △1,245

流動資産合計 34,431,883 34,412,562

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,114,983 3,158,420

機械装置及び運搬具（純額） 8,822,954 8,907,235

工具、器具及び備品（純額） 859,126 872,679

土地 5,801,084 5,820,127

リース資産（純額） 864,044 744,248

建設仮勘定 1,331,031 2,258,230

有形固定資産合計 20,793,224 21,760,942

無形固定資産 150,472 141,849

投資その他の資産   

投資有価証券 1,521,499 2,092,336

長期貸付金 1,225 1,031

繰延税金資産 393,401 390,681

その他 1,219,215 1,086,982

貸倒引当金 △79,800 △79,800

投資その他の資産合計 3,055,541 3,491,231

固定資産合計 23,999,238 25,394,024

資産合計 58,431,122 59,806,587
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,407,185 2,848,564

短期借入金 2,675,920 2,163,382

1年内返済予定の長期借入金 7,804,274 6,800,790

リース債務 149,154 576,894

未払金 1,258,686 1,811,089

未払法人税等 240,500 193,850

賞与引当金 239,836 132,686

その他 905,380 1,047,954

流動負債合計 15,680,938 15,575,213

固定負債   

長期借入金 9,310,165 11,627,875

リース債務 718,509 175,432

繰延税金負債 706,581 742,508

退職給付に係る負債 1,185,488 1,208,564

長期未払金 134,218 94,076

資産除去債務 26,063 26,385

その他 102,583 103,413

固定負債合計 12,183,610 13,978,255

負債合計 27,864,549 29,553,469

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 7,158,606 7,158,606

利益剰余金 △530,587 △1,209,691

自己株式 △1,921,559 △1,922,416

株主資本合計 24,051,343 23,371,381

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 329,023 657,956

為替換算調整勘定 845,448 696,534

退職給付に係る調整累計額 263,503 226,101

その他の包括利益累計額合計 1,437,975 1,580,592

非支配株主持分 5,077,253 5,301,143

純資産合計 30,566,572 30,253,117

負債純資産合計 58,431,122 59,806,587
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 22,128,756 22,253,255

売上原価 17,354,833 17,784,154

売上総利益 4,773,922 4,469,100

販売費及び一般管理費 4,665,681 4,635,399

営業利益又は営業損失（△） 108,240 △166,298

営業外収益   

受取利息 47,042 39,347

受取配当金 37,616 42,494

為替差益 101,596 －

補助金収入 － 66,156

その他 300,015 100,781

営業外収益合計 486,271 248,780

営業外費用   

支払利息 94,452 89,934

為替差損 － 217,243

その他 168,946 77,589

営業外費用合計 263,399 384,766

経常利益又は経常損失（△） 331,112 △302,284

特別利益   

固定資産売却益 294 3,505

投資有価証券売却益 878 94,794

特別利益合計 1,172 98,300

特別損失   

固定資産売却損 14,291 90

固定資産除却損 5,631 2,584

減損損失 13,493 18,354

事業移管損失 114,486 －

特別損失合計 147,903 21,028

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
184,381 △225,013

法人税、住民税及び事業税 231,586 181,702

法人税等調整額 71,746 △2,539

法人税等合計 303,333 179,162

四半期純損失（△） △118,951 △404,175

非支配株主に帰属する四半期純利益 279,314 194,200

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △398,265 △598,376
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純損失（△） △118,951 △404,175

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △124,477 580,924

為替換算調整勘定 △54,267 △162,553

退職給付に係る調整額 △4,871 △37,309

その他の包括利益合計 △183,616 381,062

四半期包括利益 △302,568 △23,113

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △543,446 △455,759

非支配株主に係る四半期包括利益 240,878 432,646
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 75,478千円 87,083千円

 

※２　連結会計年度末日満期手形

　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、前連結会計年度末日が金融機関の休日でしたが、満期日に決

済が行われたものとして処理しております。前連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年12月31日）

受取手形 11,315千円 －千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

減価償却費 2,137,454千円 1,947,161千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 40,369 5 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年11月９日

取締役会
普通株式 80,734 10 2018年９月30日 2018年12月13日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 40,364 5 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月13日

取締役会
普通株式 40,363 5 2019年９月30日 2019年12月16日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 日本

北米
（注）３

欧州
（注）３

中国 台湾
アジア
（注）３

計

売上高          

外部顧客への

売上高
5,252,244 1,377,335 2,007,004 6,469,478 5,398,810 1,623,883 22,128,756 － 22,128,756

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

11,244,779 23,358 3,270 1,389,989 2,284,420 4,412,899 19,358,717 △19,358,717 －

計 16,497,023 1,400,694 2,010,275 7,859,467 7,683,230 6,036,782 41,487,474 △19,358,717 22,128,756

セグメント利益

又は損失（△）
△608,277 24,259 32,229 15,740 719,590 △150,290 33,251 74,989 108,240

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額74,989千円には、セグメント間取引消去21,658千円、その他の

調整額53,331千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2）欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

 日本 北米 欧州 中国 台湾 アジア 合計

減損損失 － － － － 13,493 － 13,493
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 日本

北米
（注）３

欧州
（注）３

中国 台湾
アジア
（注）３

計

売上高          

外部顧客への

売上高
4,407,834 1,134,319 1,859,829 8,212,198 5,270,008 1,369,064 22,253,255 - 22,253,255

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

12,440,050 23,559 1,403 1,327,542 1,935,301 3,962,147 19,690,005 △19,690,005 -

計 16,847,885 1,157,878 1,861,233 9,539,741 7,205,310 5,331,211 41,943,260 △19,690,005 22,253,255

セグメント利益

又は損失（△）
△517,632 △19,398 18,396 30,264 485,421 △198,580 △201,527 35,229 △166,298

（注）１.　セグメント利益又は損失の調整額35,229千円には、セグメント間取引消去△14,871千円、その他

の調整額50,100千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2）欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

（単位：千円）

 日本 北米 欧州 中国 台湾 アジア 合計

減損損失 － － － － 18,354 － 18,354
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △49円33銭 △74円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△398,265 △598,376

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）
△398,265 △598,376

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,073 8,072

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 2019年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………40,363千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………5円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月16日

（注）2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年２月10日

株式会社大真空

取 締 役 会　御 中

 

SCS国際有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 牧　　辰人　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 安藤　裕司　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大真空

の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月31

日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大真空及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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